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　デンマークの薬局は、世界を先取り
した政策を実現するための職能基盤整
備を「デン薬」が中心になって進めて
きました。「デン薬」が優れていたのは、
人材育成に力を入れたことでした。斬
新なアイデアによる新サービスを始め
るにしても、それを実行する薬局と専
門家が必要となります。専門家となる
べき人材の育成にも、大学ではなく、
職能団体である「薬剤師会」が自ら進
んで取り組んできたのです。その集大
成 と な る 教 育 研 修 施 設 が 先 述 し た

「Pharmakon」でした。
　Pharmakonは、Danish College of 
Pharmacy Practiceと英文で訳されて
おり、まさに薬学実務を学ぶために設
立された高等教育機関なのです。主と
して、調剤助手である“テクニシャン”
の養成を担っていますが、薬剤師の卒
後教育にも力を入れています。臨床経
験が乏しくなりがちなコミュニ
ティー薬局の薬剤師向けに、薬
局実務をベースにした職能開発
教育プログラムを開発提供した
り、薬局経営者や管理者向けの
マネジメントコースを提供した
り、薬剤師の５倍以上も現場で
働いている調剤助手に薬剤師並
みの専門能力を付与させるため
の上級コースの提供など、薬局
と薬剤師の能力開発の中心とし
て活動しています。
　また、薬剤師の治療介入によ
るアウトカム研究やアドヒアラ

ンスと治療効果の実証研究など「薬局
の社会的価値」を示すエビデンスとな
る研究活動もPharmakonを中心にし
て行われているのです。

　Pharmakonが力を入れて
いる研究活動の１つに在宅・
施設ケアにおける薬剤師の介
入研究がありました。わが国
では、在宅や施設に薬剤師が
直接出向いて、残薬チェック
をして、生活指導や服薬指導
をしたりするのが普通です。
しかし、デンマークでは全く
違った形で薬剤師による在宅
医療支援が進んでいます。
　この方向性を決定づけるよ
う な 研 究 を し た の が
Pharmakonのグループでし
た。介護施設入居者を対象に
した服薬ケア向上を目指した

介入研究で、施設
のケアスタッフを
対象にして服薬ケ
アスキルアップの
ための研修を実施
することで、どれ
だけスタッフの自
己 効 用 感 が 向 上
し、同時に入所者
の服薬ケアが向上
するのかを検証し
たものでした。こ
の介入研究は大成
功に終わり、結果
的に薬剤師が直接
的に介護ケアに参
入 す る の で は な
く、介護スタッフ
を後方支援すると
いう間接的な方法
がとられるように
なりました。
　 デ ン マ ー ク で
は、現場のスタッ
フが薬学的問題の

発見に寄与できるように、薬剤師によ
る介護スタッフ向けの研修プログラム

が開発されています。介護・看護職に
服用状況を把握し記録する「観察手法」
を習得してもらうことで、介護スタッ
フと薬剤師が「服薬状況」という問題
意識を共有できるようにして、各々の
専門家の視点から「服薬ケア」向上の
ために対話連携を深めるという仕掛け
なのです。
　この仕掛けは巧妙であって、他職種
間連携を促進させる効果がありまし
た。介護スタッフの観察記録が充実し
てくればくるほど、薬剤師が専門的に
アドバイスできる幅も広がるからで
す。そして「服薬ケア」を通して、職
種間の専門的な対話が活性化されるこ
とになり、相互に信頼関係を深めるこ
とになったといわれています。
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が「デンマーク」と聞いても何も感じ
ることはないのですが、日本の分業草
創期を築いた世代にとって「デンマー
ク」という響きは、医薬分業の先進の
地であり、分業への叡智を与えてくれ
る理想郷だったようです。
　この世代の方々のデンマークへの思
いは、私のような米国の臨床薬学ブー
ムにかぶれた大学教員の教育を受けた
世代には全く理解ができないもので

す。この世代の方々と一緒
に海外に同行する機会に恵
まれると、デンマーク薬剤
師会のことを敬愛の念を持
ちながら「デン薬」と略し
て話す老翁もおられ、事情
が分からない者からする
と、何を話しているのかさ
っぱり分からないこともあ
りました。
　ここまで愛着を持って語
られるデンマーク薬剤師会

と日本との関係は、東京都文京区にあ
った老舗薬局に集った薬剤師らが、デ
ンマーク薬剤師会が所有する“薬局実
務 を 実 地 に 学 ぶ 研 修 施 設”

「Pharmakon」に（超）短期留学し、
デンマーク流の医薬分業を直に学んだ
のが始まりといわれています。
　今回は、医薬分業の知的支柱となっ
たデンマークの薬剤師と薬局の落日に
ついてまとめてみたいと思います。

薬剤師が２つ以上の薬局を管理できるようになった
ことを説明する薬局オーナー。デンマークでは白衣
を着用しない薬剤師も増えているという。数が増え
たから調剤助手にもポジションを与えるべきという
言葉に理解を示しつつも、薬剤師の未来が気になる
著者でした

介護施設での介入研究について説明するRossing氏
（研究開発部長）

薬剤師 533

調剤助手 2,449

調剤助手研修生 591

その他従業員 763

従業員総数 4,336

オーナー薬剤師 226

総数 4,562

デンマークの薬局の従業員数（2012年）

出典：デンマーク薬局協会

デンマーク薬剤師会が設立した高等教育機関（教職員数約130人、550人の調剤助手を
目指す若人が併設される寮に共同生活をしながら薬学教育を受ける）
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　このようにして、世界に範を示すよ
うな施策を実証的に示してきたデンマ
ークですが、2015年から薬剤師の衰
退につながりかねない制度がスタート
しました。薬局に薬剤師が不在でも調
剤を含めた医薬品を販売できるという
制度であり、具体的には１人の薬剤師
が複数店舗を管理することが可能とい
うものです。
　この制度を説明してくれた薬剤師
は、デンマークの首都コペンハーゲン
でも１～２位の売上を上げる薬局の管
理者なのですが、彼の店舗には、彼以
外の正職員としての薬剤師は勤務して
いません。彼はこの薬局以外に郊外に
もう１店舗薬局を開局していますが、
そちらの薬局にも他の薬剤師は勤務し
ていません。形式的には、彼が管理し
ていることになりますが、実地には、
勤務経験豊富で研修をしっかりと受け
た調剤助手が現場を管理しているとい
います。
　彼によれば、「調剤助手のキャリア
マネジメントも考えないといけない時

代になってきた。これだけ増えている
のであるから薬局長を調剤助手がやっ
てもおかしくないのではないだろう
か？私の経験で、日々の医薬品販売業
務で、薬剤師を必要とするような場面
というのは、週に２～３度くらいしか
起こらない。であれば、薬剤師が複数
店舗管理できないことはない。われわ
れの国の調剤助手は優秀であって、彼
らに任せるのは時代の趨勢だ」と力説
しました。
　かつて、あれほどまでに日本の薬剤
師があこがれを持って語っていたデン
マーク薬学が、世界に先駆けて調剤助
手に薬局の運営権を易々と譲渡してし
まう姿は、私にはショックに感じまし
た。薬剤師が自らを自己否定している
わけでないとしても、薬局に薬剤師が
いなくても良い理由ができてしまえ
ば、それは最終的に薬剤師不要論につ
ながるのではないかと心配でなりませ
ん。
　みなさんはどのようにお感じなられ
ましたでしょうか？

薬剤師不要となってしまったデンマークの薬局のこれから
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